
『児童文芸』は、日本児童文芸家協会が発行する季刊誌です。

一  芸家協会
　 芸家協会は 芸の な として、1955（ 30） に しました。
 　 起 には、江戸 ・ ・ ・ 康 ・久 ・ ・サトーハチロー・
佐 ・ 家 岐 ・ ・ 介・ ・ ・ 岡花子・山岡 ・山 五 ・
吉 英 ・吉屋 子など284 の作家が を ね、 には「泣いた おに」の 介 が 。
2011（ 23） ７月に一 となりました。
　 以 さまざまな 業を 施し、健 な 芸の のための な と きな 果を挙げて　 以 さまざまな 業を 施し、健 な 芸の のための な と きな 果を挙げて
います。その一環として、季刊 『 芸』の 行、また「 化功 」「 芸家協会 」
「 芸 』を し、 を顕 。一 、才 ある の 掘にも を れています。 国各
にサークル（ 強会）を け、活 な活 を行う 、 の 芸に るい を いています。

https://jidoubungei.jp    

毎号さまざまな特集を組み、作家の創作や編集者の評論などを紹介､ ｢子どもの本」の今に迫ります。
特集のほかに実力派作家の連載読み物や、会員の新刊紹介、エッセイ、さらにコンクールの告知
などを掲載。巻頭カラーページには、季節のショートショートや書店紹介のコーナーもあります。
児童書の作家はもちろん、作家を目指している人、読み聞かせなどで児童書に携わる方などにも
長年読まれている雑誌です。
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